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事例紹介～特養～

• 介護士が37.0度の微熱と咽頭痛を認めたが症状
が軽かったため解熱剤を服用し、出勤

• １週間後に利用者2名が発熱

• 翌日3名が発熱し、昨日の発熱者2名にPCR検査
を実施したところ翌日陽性と判明

• 接触者リストを保健所へ送付し、利用者・職員
を含めてPCR検査を実施したところ職員5名、
利用者10名の陽性者を認めた

• 病床は満床のため、重症者以外は施設で経過観
察となった

• その後、利用者30名、職員15名が陽性となり3名
が死亡、20名が入院した



感染症が広がる時の危険性は…

がキーワード



施設の特徴

• 生活の場

• レクリエーションなど集団活動が多い

• 認知機能の低下などで衛生管理や手指消

毒剤の設置が困難

• 感染対策に利用できる財政的支援がない

• 介護保険施設、有料老人ホーム、サ高住

などによっても特性が異なる



第48回大阪府新型コロナウイルス対策本部会議資料（5月6日）より



レク・面会中止
しているのに

体調不良ﾁｪｯｸ
しているのに



施設

個人



施設のチェックポイント

✓ 体調確認は体温（発熱）だけ

✓ 利用者は居室外でマスクを着用していない

✓ レクリエーションでカラオケ・合唱を続けている

✓ 食事・おやつはいつも通りの席でみんな一緒に
とっている

✓ 主な消毒薬は次亜塩素酸水

✓ 個人防護具は保管しているが練習していない

✓ 利用者がマスクを外していても職員が介助・援助
する際はマスクのみ



対策を検討する際の留意点

• 地域の流行状況を確認する（自治体など）

• 段階的な対策のレベルを設定する

• 準備できる物品の種類と量を確認する

• 外部からの持ち込み防止と施設内で発生した
時の両方を想定しておく



早期発見のポイント

• 自治体等のPCR検査を積極的に活用する

• 体調確認を発熱に加えてかぜ症状（咽頭
痛、倦怠感、咳など）を追加する

• 同居者の感染情報（陽性・濃厚接触者・
PCR検査中）を把握する



利用者ができる感染対策

• 居室外でのマスク着用

• レクリエーション、食事、外出時の手
指消毒（流水手洗い）

• 毎日の体温測定

• 陽性者が出た場合は居室間の行き来を
制限



飲食時の注意点

• 向かい合わない

• 横との距離は最低１メートル確保

• アクリル板等の遮蔽物

• 時間をずらす（例：２部制）

• 換気

濃厚接触者を最小限に抑える

居室配膳 入浴を清拭に

個人防護具の
着用

洗濯物処理

デイ・機能訓練の中止

検温＋体調確認



職員ができる感染対策

• 同居者以外と食事をしない

• 毎日の体調確認と体温測定

• 仮眠、喫煙、更衣室でマスクを外して会話し
ない

• 介助・援助ごとの手指消毒

• 利用者がマスクを外す機会は不織布マスクと
目の保護を行う

• 手がよく触れる場所の定期的な清掃・消毒

• COVID-19対策用の個人防護具の着脱練習



個人防護具
• 長袖ガウンまたは長袖エプロン

• 手袋

• シールド（マスク付きでもよい）/ゴーグル

• サージカルマスク（吸引実施はN95マスク）

• 足で開閉するゴミ箱

• 物品を置く棚又はテーブル

• イラスト付きの着衣/脱衣の手順

• キャップ（必須ではない）

• シューカバー（不要）
手指消毒用アルコールと
一緒にセット化しておく

最低5回は練習



着衣手順（例）

フェイスシールド

手袋

長袖エプロンorガウン

手指衛生

レッドゾーンへ

サージカルマスクを着用しているバージョン



脱衣手順（例）

サージカルマスク

フェイスシールド

手袋・長袖エプロンを一緒に脱ぐ

手指衛生後、グリーンゾ－ンへ

手指衛生

手指衛生

別々に脱いでもよい
（間に手指衛生必要）



個人防護具の落とし穴

• マスク・シールドはレッドゾーンとそ
の他で共用しない（交換または消毒）

• 濃厚接触者を複数名対応する場合は、
原則利用者ごとに交換

• 手袋の2重は必須ではない

• 十分量を確保しておく



着衣に関する注意点

• まず最初に手指消毒

• 着ける順番に配置

（１．アルコール ２．ガウン･･･)

• 手首を露出しない(エプロンに指フックがない場
合は、手首付近で穴をあける)

• イエローゾーンと完全に区別



脱衣に関する注意点

• 順番が分からなくなったら、外すたびに手
指消毒する

• 鏡を設置し、確認しながら脱衣

• 脱衣時のごみは押し込まない

• ゴミ箱は手で開閉しない

• アルコールは（グリーンゾーンと）共用し
ない



事前の想定とシミュレーション

• 入院できるとは限らない

• 人数×入室回数分が必要量

• 食事、身体介護、洗濯物、ごみ処理時の動線
と個人防護具と手指消毒のタイミングを確認

防護具を着けて介助・援助をシミュレーション



新型コロナウイルスの消毒

• 60％以上のアルコール

• 0.05%以上の次亜塩素酸ナトリウム

• 熱水（80度10分）

＋市販の中性洗剤

• 日本環境感染学会医療機関における新型コロナウイルス感染症への対応ガイド第3版
• 国立感染症研究所新型コロナウイルス感染症に対する感染管理改訂2020年6月2日



参考：新型コロナウイルス対策ポスター「次亜塩素酸水を使ってモノの消毒をする場合の注意事項」

https://www.meti.go.jp/press/2020/06/20200626013/20200626013-4.pdf


厚生労働省・経済産業省・消費者庁特設ページ：新型コロナウイルスの消毒・除菌方法について
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/syoudoku_00001.html



まとめ

• 陽性者が出てからの対応では遅い

• 流行に合わせた対策を事前に決めて
準備とシミュレーションをしておく

• 感染防止に加えて濃厚接触者を減らす
ことも大切

• 個人防護具は練習が必要（特に脱衣）

• 消毒は安価で安定した効果のある薬剤
を使用


